
各大学の特色を活かした複数大学間の連携、自治体・産業界との連携を進めることにより大学教育の質的転換を図るこ

との重要性が言われています。本研究会では個性の異なる４大学（京都産業大学、新潟大学、福岡工業大学、成城大学）が
連携し、産学協働教育を起点に５年間にわたり実施した大学間学生交流プログラムの概要と成果を報告するとともに、学生
が主体となり取組む各種の学生交流プログラムを紹介します。それらを基に、今後地域内の複数大学間でどのような交流プ
ログラムを展開することが可能かについて、特に今回はプログラムやワークショップをデザインする上での留意点、各大学
や自治体は相互にどのように関わり合い、協働を行うことができるかなどにフォーカスしながら議論します。

主体的な学修を促す 
学生交流プログラムの今後の発展可能性 

研究会内容 

2018年3月9日（金）13：30～16：30（開場13：00） 

成城大学 8号館4階008教室（右図参照）  

開会挨拶   戸部 順一 成城大学 学長  

趣旨説明 相原 章 成城大学 キャリアセンター長 

取組紹介 
①４大学で実施した学生交流プログラムの報告
高村 静 成城大学 キャリアセンター 特別任用教授

②様々な学生交流プログラムの紹介
－大学間交流（東京都市大学）
  小池 慶一 氏 東京都市大学 企画・広報室 課長 

  －ピア・サポート（成城大学） 
  －国際交流（成城大学） 
  －高大連携（成城大学） 

講評 
協創と学びの場：ワークショップのデザインと評価 

森  玲奈  氏 

パネルディスカッション 
「学生の主体的学修を進める学生交流プログラムの展開可能性」 

パネリスト）  

コーディネーター） 高村 静   成城大学キャリアセンター 特別任用教授

閉会挨拶  杉本 義行 成城大学 副学長 

日 時 

場 所 

帝京大学学修・研究支援センター 講師  
東京大学大学院情報学環客員研究員  
特定非営利活動法人Educe Technologies 理事  

 

内 容 

申込方法 
本学HP(https://www.iqform.jp/seijouniv/pc/enquete/career20180309）申込フォームから入力 
もしくは裏面の「参加申込書」をFAX又はメールでご返送願います。 

住田 曉弘 氏 東京都市大学 学生支援部 部長 
藤野 智子 氏 世田谷区 政策経営部 政策研究・調査課長 
森   玲奈  氏 帝京大学学修・研究支援センター 講師  
長尾 繁樹 成城大学 企画調整室主任（元キャリアセンター 主任：学生交流プログラム担当） 
森川 亜樹 成城大学 社会イノベーション学部 ４年 

主催 一般社団法人産学協働人材育成コンソーシアム 成城大学 

共催 世田谷プラットフォーム  



お申込は、参加申込書に必要事項をご記入の上、FAX又はメールにてご返送ください。 
メールの場合には、必要事項をメール本文にご記載いただき、お送りいただいても結構です。 

FAX:03-3482-1213 E-mail:shugyo@seijo.ac.jp 

※お預かりしました個人情報は、本フォーラムに関するご連絡及び本コンソーシアム事業のご案内以外 
  の用途には利用いたしません。 

（ふりがな） 
 お名前 

ご住所 
〒     － 

電話番号 

メールアドレス 

ご所属先 
  
 
 

部署名 

役職名 

【お問合先】 
成城大学キャリアセンター 〒157-8511 東京都世田谷区成城6-1-20 TEL:03-3482-9079  

「学生交流プログラム」研究会 
参加申込書 

2018年3月9日（金）13：30～16：30（開場13：00） 

必須 

必須 

必須 

必須  

必須 

必須 


